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出
雲
商
工
会
は
ま
つ
え
南
商
工
会

と
共
同
で
平
成
22
年
度
に
「
縁
結
び

博
２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
は
斐
川
町
商
工
会
も
加

え
た
３
商
工
会
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
は
島
根
県
に
よ
る

「
神
話
博
し
ま
ね
」
が
開
催
さ
れ
、

平
成
25
年
に
は
出
雲
大
社
正
遷
宮
が

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
プ
レ

神
話
の
聖
地

「
縁
結
び
博
」
の
開
催

出
雲
商
工
会

平成22年度縁結び巡り帖・立寄り帖

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。

平
成
22
年
度
事
業
の
成
果

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
縁
結
び
博
」

は
、
関
西
方
面
、
山
陽
方
面
へ
の
広

告
宣
伝
に
力
を
入
れ
、
出
雲
神
話
に

登
場
す
る
神
様
を
祀
る
５
つ
の
神
社

を
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
設
定
し
、
周
辺

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

紹
介
し
ま
し
た
。
事
業
は
順
調
に
進

み
、
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
周
遊
な
ど
の
「
神

話
の
ふ
る
さ
と
巡
り
」
の
企
画
は
日

本
海
テ
レ
ビ
や
地
元
新
聞
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
反
響
を
呼

び
、
こ
の
事
業
は
、
出
雲
地
域
の
神

社
を
取
り
上
げ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

巡
り
の
火
付
け
役
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー

ム
の
兆
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
出
雲
地
域
で
取
り
上
げ
た
の
は
、

本
事
業
が
初
め
て
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
出
雲
市
だ
け
で
な
く
松
江
市
に

お
い
て
も
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
売
り

込
み
が
行
わ
れ
、
互
い
の
相
乗
効
果

に
よ
っ
て
観
光
需
要
の
創
造
に
大
き

く
貢
献
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
月

刊
誌
２
０
１
１
年
１
月
号
日
経
エ
ン

タ
テ
イ
メ
ン
ト
！
「
２
０
１
０
年

ヒ
ッ
ト
総
ま
く
り
」
特
集
に
お
い
て
、

島
根
県
で
唯
一
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

が
「
出
雲
大
社
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

巡
り
の
観
光
客
が
増
え
盛
り
上
が
っ

た
」
と
い
う
記
事
で
し
た
。

平
成
23
年
度
事
業
内
容

　

今
年
度
事
業
の
目
玉
は
、「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
縁
結
び
」
と
題
し
た
、
玉
造

温
泉
、
斐
川
町
、
出
雲
大
社
、
日
御

碕
に
至
る
広
域
ル
ー
ト
の
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
と
出
雲
大
社
周
辺
の
街
歩
き
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
の
２
種
類
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
ク
イ
ズ
を
出
し
、
す
べ
て
に
正

解
す
る
と
「
縁
結
び
達
成
証
」
が
も

ら
え
る
。
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
周

遊
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ

く
り
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
の
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
の
６
日
間
に
出
雲
大
社
正

門
前
の
勢
溜
り
に
お
い
て
ウ
エ
ル
カ

ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、「
縁

結
び
博
」
の
総
合
案
内
所
や
観
光
ガ

イ
ド
の
詰
所
、
特
産
品
売
場
、
勾
玉

製
作
な
ど
の
体
験
型
店
舗
の
出
店
な

ど
テ
ン
ト
を
張
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
実
施
し
て
好
評
だ
っ
た
「
縁

結
び
巡
り
帖
・
立
寄
り
帖
」
の
セ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
斐
川
町

の
情
報
を
増
ペ
ー
ジ
し
て
作
成
し
ま

す
。巡
り
帖
は
、絵
本
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
神
社
に
置
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
タ
ン
プ
を
押
す
と
絵
本
が
完
成
す

る
仕
掛
け
で
女
性
に
人
気
を
呼
び
、

４
万
５
千
セ
ッ
ト
用
意
し
ま
し
た
が

３
か
月
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

事
前
告
知
や
出
雲
大
社
観
光
ガ
イ
ド

の
養
成
講
座
の
開
催
、
出
雲
大
社
参

拝
ガ
イ
ド
の
発
行
、
摂
社
・
末
社
ガ

イ
ド
の
発
行
な
ど
昨
年
に
引
き
続
き

実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

隠
岐
の
島
町
商
工
会
は
、
平
成
22

年
度
に
全
国
展
開
支
援
事
業
・
地
域

資
源
∞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
体
事
業

（
観
光
商
品
開
発
）
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
約
１
年
間
を
か
け
て
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

は
『
島
の
地
域
資
源
が
人
を
育
て
る

「
島
の
地
域
資
源
が
人
を
育
て

る
新
た
な
旅
行
商
品
の
開
発
」

隠
岐
の
島
町
商
工
会

新
た
な
旅
行
商
品
の
開
発
』と
題
し
、

従
来
か
ら
の
周
遊
型
（
見
て
、
遊
ん

で
、
周
っ
て
）
の
観
光
商
品
で
は
な

く
、
隠
岐
の
歴
史
や
自
然
、
離
島
イ

コ
ー
ル
無
人
島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

活
か
し
て
『
自
己
修
練
』
を
行
う
こ

と
を
大
き
な
柱
と
し
て
事
業
を
展
開

し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
隠
岐
が
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、『
ジ
オ
パ
ー
ク
』
も

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
ま
し
た
。

　

事
業
運
営
体
制
に
つ
い
て
は
民

間
、
行
政
、
商
工
会
合
わ
せ
て
13
名

で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
全
12
回

の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

観
光
商
品
開
発
と
い
う
こ
と
で
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
対
象
と
し
て
、
企
業
の
社
員
研

修
と
大
学
の
ゼ
ミ
・
合
宿
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
、
企
業
は
イ
オ
ン
労
働

組
合
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）、
大
学
は

県
内
か
ら
島
根
県
立
大
学
と
県
外
か

ら
関
西
学
院
大
学
を
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
内
容
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係

と
し
て
、
植
物
見
学
、
自
己
修
練
と

い
う
意
味
で
は
黒
曜
石
矢
じ
り
作

り
、
火
起
こ
し
体
験
等
の
原
始
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
結
果
、
労

働
組
合
等
企
業
の
研
修
に
つ
い
て
は

旅
行
商
品
化
が
見
込
め
る
と
の
判
断

と
な
り
、
企
業
向
け
の
商
品
の
み
作

地域資源∞全国展開プロジェクト
平成22年度採択事業報告

出雲商工会・隠岐の島町商工会・雲南市商工会

平成23年度採択事業
出雲商工会

2
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雲
南
市
商
工
会
で
は
、
平
成
22
年

度
、
全
国
に
知
名
度
の
高
い
出
雲
神

話
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」
伝
説
を
地

域
資
源
と
し
て
捉
え
、
新
た
な
観
光

と
食
品
の
開
発
を
お
こ
な
う
「
地
域

資
源
∞
全
国
展
開
支
援
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

観
光
商
品
開
発
事
業
で
は
、
ま
ず

事
業
の
方
向
や
モ
ニ
タ
ー
旅
行
の
企

画
を
立
て
る
た
め
に
、
岩
手
県
遠
野

市
と
平
泉
町
へ
少
人
数
の
旅
行
者
を

対
象
と
し
た
「
語
り
部
タ
ク
シ
ー
」

の
運
営
に
つ
い
て
、
関
係
者
７
名
に

よ
る
視
察
研
修
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
雲
南
市
で
も
旅
行
商

品
の
対
象
者
を
タ
ク
シ
ー
利
用
者
と

し
て
設
定
し
、
「
う
ん
な
ん
ヤ
マ
タ

ノ
オ
ロ
チ
伝
承
地
巡
り
」
日
帰
り
及

び
宿
泊
プ
ラ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

価
格
に
つ
い
て
は
敢
え
て
極
端
に
安

価
な
モ
ニ
タ
ー
価
格
に
せ
ず
、
翌
年

以
降
に
も
継
続
で
き
る
価
格
設
定
に

し
た
と
こ
ろ
、
日
帰
り
プ
ラ
ン
参
加

者
は
40
名
。
宿
泊
プ
ラ
ン
は
８
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
伝

承
地
を
き
ち
ん
と
説
明
が
で
き
る
観

光
ガ
イ
ド
養
成
事
業
の
実
施
や
「
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
」
を
含
め
た
出

雲
神
話
検
定
の
検
討
を
周
辺
商
工
会

と
と
も
に
協
議
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

食
品
開
発
事
業
で
は
、
雲
南
市
商

工
会
で
商
標
登
録
し
た
大
型
の
唐
辛

子
「
オ
ロ
チ
の
爪
」
や
、
地
元
特
産

の
山
椒
、
梅
な
ど
の
ス
パ
イ
ス
を
利

用
し
た
ス
パ
イ
ス
関
連
商
品
を
９
種

類
、商
品
開
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
企
業
の
女
性
社
員
の

企
画
に
よ
る
、
ス
パ
イ
ス
レ
シ
ピ

集
「
ホ
ッ
ト
な
女
子
飲
み
気
分
」
を

２
万
部
作
成
し
、
販
促
ツ
ー
ル
と
し

て
各
種
展
示
会
や
日
々
の
営
業
活
動

の
な
か
で
活
用
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
具
体
的
な
販
促
活
動
と
し

て
は
、
旅
行
商
品
の
Ｐ
Ｒ
も
含
め
、

「
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」

な
ど
へ
延
べ
６
回
の
出
展
や
島
根
県

知
事
へ
の
成
果
報
告
、Ｂ
Ｓ
フ
ジ「
テ

リ
ー
伊
藤
の
地
域
救
済
Ｔ
Ｖ
ワ
ッ
チ

ミ
ー
！
テ
リ
ー
塾
」
へ
の
出
演
な
ど

を
お
こ
な
い
、
あ
ら
た
な
販
路
獲
得

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

雲
南
市
商
工
会
で
は
、
本
事
業
を

一
過
性
の
事
業
に
終
わ
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
23
年
度
は
観
光
関

連
事
業
と
し
て
、
奥
出
雲
町
、
飯
南

町
、
斐
川
町
、
雲
南
市
の
４
商
工
会

で
11
月
13
日

に「
出
雲
神
話
検
定
」

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

食
品
開
発
事
業
で
は
、
今
回
の
事
業

で
開
発
さ
れ
た
商
品
を
市
内
の
飲
食

業
、
小
売
業
等
で
積
極
的
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
会
員
親
睦
事
業

に
合
わ
せ
「
商
品
見
本
市
」
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
本
格

的
に
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
を
記

念
し
た
各
種
事
業
が
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
雲
南
市
商
工

会
で
も
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
観
光

と
食
品
の
販
売
拡
大
を
目
指
し
て
継

続
し
た
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

き
ま
す
。

「
出
雲
神
話
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説

関
連
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

雲
南
市
商
工
会

竹飯盒を作成する受講生

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
商
品
は
『
隠
岐
塾
』
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
動
き
と
し
て
は
、
イ
オ

ン
の
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
労
働
組
合
か

ら
も
問
い
合
わ
せ
が
多
数
来
て
お

り
、
23
年
度
内
に
は
商
品
と
し
て
稼

働
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
に
つ
い
て
は
旅
行
へ
の
参
加
す

る
た
め
の
経
済
的
負
担
が
難
し
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
旅
行
商
品
の
開
発
は

断
念
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

事
業
終
了
後
に
隠
岐
の
島
町
内
の
祭

事
に
参
加
す
る
な
ど
交
流
が
続
い
て

お
り
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

新
商
品
の
『
隠
岐
塾
』
に
対
し
て

の
イ
オ
ン
労
働
組
合
か
ら
の
評
判
は

非
常
に
良
く
、
観
光
の
起
爆
剤
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
今
後
の
展
開
が

楽
し
み
で
す
。



し
ま
ね
地
域
資
源
産
業
活
性
化

基
金
助
成
金
交
付
事
業

第
８
回
審
査
会
で
11
事
業
を
採
択

㈲マルコウ（松江市）

【テーマ】地域資源の鯖を活用した魚醤

油の製造及び販路開拓事業

【支援機関】まつえ北商工会

㈱シックス・ワン（松江市）

【テーマ】スイーツデリバリーサービス全

国展開事業

【支援機関】島根県中小企業団体中央

しまね地域資源産業活性化基金

第8回採択事業

出雲市

西ノ島町
隠岐の島町

雲南市 安来市

松江市
東出雲町

海士町

知夫村

斐川町

須山木材㈱（出雲市）

【テーマ】山林視察と観光ツアー型島根

県産材県外拡販事業

【支援機関】（公財）しまね産業振興財団

（資）一文字家（松江市）

隠岐しぜんむら（海士町）

【テーマ】地域資源「岩牡蠣」を活用した

加工食品の開発及び販路拡大事業

【支援機関】隠岐國商工会

益田市

津和野町

浜田市
邑南町

美郷町

吉賀町

飯南町

大田市

江津市
川本町

奥出雲町

奥出雲仁多米㈱（奥出雲町）

【テーマ】田舎元気 米粉・米麹を活用し

たスイーツの開発・販路開拓事業

【支援機関】（公財）しまね産業振興財団

㈲曽田農機設計事務所（東出雲町）

いずも八山椒㈲（雲南市）

【テーマ】山椒を活用した加工品の開発

及び販路開拓事業

【支援機関】雲南市商工会

㈱都間土建（雲南市） ㈲ギムティー（雲南市）

㈲平和木工（津和野町）

【テーマ】高津川流域の木材を活用した

新商品開発及び販路開拓事業

【支援機関】津和野町商工会

【テーマ】島根県産地酒を活用したみり

ん「出雲麹・みりんしろっぷ」の開発事業

【支援機関】（公財）しまね産業振興財団

【テーマ】機械加工技術・ノウハウを活用

した草刈り機の製造及び販路開拓事業
【支援機関】東出雲商工会

【テーマ】島根県産天然ゼオライトを活

用した園芸用土の開発と販路開拓事業

【支援機関】雲南市商工会

【テーマ】美装紙の販路開拓事業

【支援機関】（公財）しまね産業振興財団

助 成 率 2/3以内※
※通常は１／２以内、特例として平成21年度から
３年間の採択事業に適用。

助 成 額 50万円～500万円
助成期間 2年以内
公 募 年2回（春・秋）

　

有
限
会
社
森
田
醤
油
店
は
、
平
成

22
年
度
し
ま
ね
地
域
資
源
活
性
化
基

金
の
第
６
回
審
査
委
員
会
に
お
い

て
、
黒
大
豆
「
赤
名
黒
姫
丸
」
を
使

用
し
た
新
醤
油
の
開
発
と
販
路
開
拓

事
業
が
採
択
さ
れ
、
奥
出
雲
町
商
工

会
支
援
の
も
と
、
平
成
22
年
７
月
か

ら
本
事
業
に
着
手
し
、
１
年
を
か
け

て
黒
大
豆
醤
油
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

黒
大
豆
は
、
量
産
化
が
困
難
な
点

か
ら
ま
だ
醤
油
原
料
と
し
て
の
利
用

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同
社
で
は
、

品
種
改
良
に
よ
り
量
産
で
き
る
よ
う

な
っ
た
「
赤
名
黒
姫
丸
」
が
、
飯
南

町
や
奥
出
雲
町
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
事
と
、
従
来
の
大
豆
に
ま

し
て
大
豆
特
有
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

が
大
量
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
抗
酸

化
作
用
等
の
効
果
が
期
待
で
き
、
商

品
イ
メ
ー
ジ
の
良
さ
だ
け
で
は
な

く
、
機
能
性
に
お
い
て
も
他
社
商
品

に
対
し
て
優
位
性
が
持
て
る
こ
と
に

着
目
し
、
黒
大
豆
の
新
醤
油
開
発
を

行
い
ま
し
た
。

　

試
作
品
の
栄
養
分
析
に
お
い
て
も
、

各
種
ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富
で
、
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
、
抗
酸
化
酵
素
も
含
ん
で
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド

シ
ョ
ー
な
ど
の
展
示
会
に
出
展
し
、

新
醤
油
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
社
長
の
森
田

氏
は
、「
地
元
の
食
農
連
携
の
必
要

性
は
非
常
に
重
要
な
も
の
と
考
え
る
。

計
画
的
な
農
産
物
の
供
給
を
求
め
る

と
と
も
に
、
販
路
の
拡
大
を
計
画
す

る
た
め
に
も
、
地
域
に
密
着
し
た
商

品
で
有
る
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、

高
付
加
価
値
の
商
品
と
し
て
他
社
と

の
差
別
化
を
図
る
こ
と
で
事
業
展
開

し
た
い
。」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
６
月
１
日

、
「
し
ま
ね
地

域
資
源
産
業
活
性
化
基
金
」
の
第
８

回
助
成
事
業
審
査
委
員
会
が
サ
ン
ラ

ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
殿
町
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
担
当

者
が
申
請
事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
11

事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
会
は
支
援
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
事
業
化
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
公
募
は
９
月
１
日


～
10
月
５
日

を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
地
元
商
工
会
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

都間土建様によるプレゼンテーションの様子

有限会社 森田醤油店
仁多郡奥出雲町三成278
0854‒54‒1065

http://morita-syouyu.com/

新
醤
油
の
開
発
と
販
路
開
拓

有
限
会
社
　
森
田
醤
油
店

しまね地域資源産業活性化基金
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利用者から注文を受けている配達担当者

配
達
時
の
持
ち
物

（
エ
プ
ロ
ン
、
注
文
書
、
配
達
ケ
ー
ス
）

　

高
齢
化
や
少
子
化
に
よ
り
地
域
か

ら
人
口
が
減
り
そ
れ
に
伴
い
近
く
に

あ
っ
た
店
舗
も
減
少
、
そ
こ
で
は
買

い
物
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
全

国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
為
、
各
地
域
で
は
生
活
バ
ス
、
移

動
販
売
車
、
注
文
配
達
な
ど
様
々
な

施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

益
田
市
の
美
都
町
・
匹
見
町
地
区

も
例
外
で
は
な
く
高
齢
化
率
が
平
成

23
年
に
は
44
・
４
％
と
過
疎
化
・
高

齢
化
が
深
刻
な
状
況
で
す
。
ま
た
消

費
の
地
域
外
流
出
、
益
田
市
と
の
合

併
に
よ
る
行
財
政
改
革
の
一
環
で
公

共
施
設
の
統
廃
合
等
に
よ
り
納
入
先

が
減
る
な
ど
地
元
商
業
者
の
経
営
環

境
は
厳
し
い
状
況
が
年
々
増
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
買
い
物
に
不
自
由

し
て
い
る
住
民
も
年
々
増
加
し
、
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
消
費
者
に
利

便
性
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
元
購
買

率
の
上
昇
を
図
ろ
う
と
「
御
用
聞
き

事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

美
都
・
匹
見
ら
く
ら
く
便
は
県
の

「
地
域
商
業
構
築
モ
デ
ル
事
業
」
を

受
け
て
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
（
匹
見
は
今
年
度
か
ら
開
始
）
。

　

美
都
ら
く
ら
く
便
で
は
商
工
会
と

買
い
物
不
安
解
消
！

ら
く
ら
く
便

石
見
支
所
だ
よ
り

美　濃
商工会

地
元
商
業
加
盟
店
（
６
店
）
で
運
営

を
し
て
お
り
、
毎
週
１
回
配
達
日
を

決
め
て
加
盟
店
の
方
が
「
黄
色
い
エ

プ
ロ
ン
」
を
着
て
利
用
者
の
お
宅
へ

伺
い
配
達
と
注
文
を
受
け
て
き
ま
す
。

　

加
盟
店
の
商
業
者
が
実
際
に
出
向

き
生
の
声
を
聞
こ
う
と
加
盟
店
の
中

で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
利
用

者
宅
に
伺
う
為
「
毎
回
人
が
変
わ
る

の
で
わ
か
り
づ
ら
い
」
と
の
声
か
ら

配
達
担
当
者
は
黄
色
い
エ
プ
ロ
ン
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

始
め
た
御
用
聞
き
事
業
は
昨
年
８
月

11
日
の
運
用
開
始
時
に
は
５
人
の
利

用
で
し
た
が
現
在
で
は
32
人
の
方
が

利
用
を
し
て
い
ま
す
。

　

匹
見
ら
く
ら
く
便
は
商
工
会
と
地

元
商
業
加
盟
店
（
６
店
）
、
そ
し
て

社
会
福
祉
協
議
会
匹
見
支
所
（
以

下
、
社
協
）
も
加
わ
り
今
年
６
月
15

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
匹
見

地
区
で
は
利
用
者
は
直
接
加
盟
店
へ

注
文
、
社
協
が
注
文
品
を
利
用
者
の

お
宅
へ
届
け
て
い
ま
す
。
匹
見
は
現

在
８
人
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ら
く
ら
く
便
を
開
始
し
て
利
用
者

か
ら
「
家
に
い
な
が
ら
注
文
し
た
物

が
届
く
の
で
助
か
る
」
と
の
声
と
共

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

も
好
評
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
中
に

は
「
現
物
を
見
て
買
い
た
い
」
と
の

声
も
あ
り
今
後
の
課
題
が
な
い
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
美
都
地
区

で
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
は
今
年
度

ま
で
で
す
が
そ
の
後
も
事
業
を
継
続

で
き
る
よ
う
益
田
市
と
も
協
議
を
重

ね
て
生
活
基
盤
商
業
と
し
て
方
向
性

を
示
し
て
行
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

「
御
用
聞
き
事
業
」
を
通
し
て
中

山
間
地
域
に
お
け
る
行
政
と
事
業
者

そ
し
て
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
新
た

な
商
品
供
給
の
仕
組
み
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
が
他
地
域
の
モ
デ
ル

と
な
り
そ
う
で
す
。
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東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
で

炊
き
出
し
支
援
活
動

　

島
根
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は

７
月
２
日
、
隠
岐
の
島
町
の
隠
岐
島

文
化
会
館
に
お
い
て
、
約
１
８
０
名

の
参
加
の
も
と
、
平
成
23
年
度
島
根

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
研
修
大
会

を
開
催
し
た
。

　

開
会
式
で
は
主
催
者
挨
拶
に
つ
い

で
、
開
催
地
で
あ
る
隠
岐
の
島
町
商

工
会
野
村
吉
秀
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
松
田
隠
岐
の
島
町
長
、

吉
田
県
議
会
議
員
か
ら
、
震
災
等
の

影
響
で
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
、

地
域
の
活
力
を
引
き
出
し
て
い
く
に

は
、
商
工
会
青
年
部
の
若
い
力
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
と
、

期
待
の
こ
も
っ
た
祝
辞
を
賜
っ
た
。

　

開
会
式
の
あ
と
に
開
催
し
た
全
国

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
予
選

は
、
県
下
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ

る
熱
の
こ
も
っ
た
す
ば
ら
し
い
主
張

発
表
で
あ
っ
た
が
、
飯
南
町
商
工
会

青
年
部
、
明
見
太
一
さ
ん
の
地
元
の

ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
を
テ
ー
マ
に

し
た
、
お
仕
事
戦
隊
イ
ソ
ガ
シ
ン

ジ
ャ
ー
の
活
動
発
表
が
、
見
事
最
優

秀
に
選
ば
れ
、
９
月
３
日
高
知
市
で

開
催
す
る
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
交
流
会
に
、
島
根
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

県
大
会
の
入
選
者
は
次
の
と
お

り
。最

優
秀
賞　

明
見　

太
一
さ
ん

　
　

（
雲
南
ブ
ロ
ッ
ク
・
飯
南
町
）

優
秀
賞　

澤
田　
　

令
さ
ん

　
　

（
石
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
美
郷
町
）

優
良
賞　

勝
部　

栄
治
さ
ん

　
　

（
雲
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ま
つ
え
南
）

　

主
張
発
表
終
了
後
は
、
三
重
県
鳥

羽
市
海
島
遊
民
く
ら
ぶ
代
表
の
江
崎

貴
久
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
幸
せ
に

な
れ
る
地
域
づ
く
り
～
地
域
を
育
て

る
連
携
・
循
環
～
」
と
題
し
て
、
講

演
会
を
開
催
し
た
。

青
年
部
主
張
発
表

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
代
表
に

明
見 

太
一
さ
ん（
飯
南
町
）決
定

商
工
会
青
年
部
研
修
大
会

隠
岐
の
島
町
で
開
催

青
年
部
活
動

主張発表される明見 太一さん

　

奥
出
雲
町
商
工
会
青
年
部
の
吉
川

朋
実
さ
ん
が
こ
の
度
の
東
日
本
大
震

災
の
支
援
活
動
に
参
加
さ
れ
、
そ
の

時
の
支
援
活
動
を
通
じ
て
体
験
さ
れ

た
事
な
ど
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
　

奥
出
雲
町
商
工
会
青
年
部

吉
川　

朋
実

　

東
日
本
大
震
災
の
起
き
た
次
の
日
、

被
害
状
況
を
中
継
す
る
テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら
そ
ん
な
想
い
が
湧
き
、
炊
き

出
し
支
援
に
行
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

す
ぐ
知
り
合
い
な
ど
に
「
俺
、
炊

き
出
し
支
援
に
行
き
た
い
」
と
言
っ

た
ら
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
皆
、
食

材
な
ど
の
物
資
提
供
を
申
し
出
て
く

れ
ま
し
た
。
私
が
炊
き
出
し
支
援
に

行
く
の
を
聞
き
つ
け
「
一
緒
に
行
き

た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
２
人
と
、

４
月
23
日
、
宮
城
に
炊
き
出
し
支
援

に
行
く
事
に
決
め
ま
し
た
。

　

出
発
の
日
は
ど
し
ゃ
ぶ
り
。
皆

さ
ん
よ
り
支
援
物
資
を
受
け
取
り
、

ラ
ー
メ
ン
１
５
０
０
食
分
の
材
料
や

仁
多
米
と
一
緒
に
ダ
ン
プ
に
積
み
込

み
、
午
前
10
時
に
出
発
し
24
日
の
夜

中
の
２
時
、
仙
台
に
到
着
。
夜
が
明

け
て
か
ら
被
災
場
所
を
見
て
回
る
と
、

テ
レ
ビ
の
中
の
出
来
事
だ
っ
た
大
災

害
が
現
実
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
自
治
体
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
に
炊
き
出
し
を
申
し
込
ま

ず
、
ゲ
リ
ラ
的
に
行
っ
た
の
で
、
炊

き
出
し
す
る
場
所
も
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
災
害
復
興
支
援
団

体
の
方
に
南
三
陸
町
で
炊
き
出
し
支

援
を
行
っ
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
店
の
社

長
の
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
急

き
ょ
南
三
陸
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
と
言
え
ば
、
町
長
が
防

災
セ
ン
タ
ー
の
フ
ェ
ン
ス
に
つ
か

ま
っ
て
助
か
っ
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス

に
採
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
女
性
町

職
員
が
命
尽
き
る
ま
で
防
災
無
線
で

避
難
呼
び
か
け
を
続
け
て
い
た
、
あ

の
町
で
す
。
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

社
長
は
そ
の
時
、
既
に
１
ヵ
月
以
上

も
そ
こ
で
支
援
活
動
を
さ
れ
て
お

り
、
お
願
い
し
て
私
た
ち
も
一
緒
に

炊
き
出
し
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
南
三
陸
町
に
は
自
治

体
が
管
理
し
て
い
る
避
難
所
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
支
援
が
行
き
届
い
て

い
ま
す
が
、
自
治
体
管
理
外
（
被
災

者
が
自
主
的
に
運
営
）の
避
難
所
や
、

自
宅
で
生
活
し
て
い
る
被
災
者
に
は

支
援
物
資
や
食
料
が
届
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
、
支
援
が
行

き
届
か
な
い
人
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
私

た
ち
が
焚
き
出
し
に
廻
り
ま
し
た
。

　

島
根
を
出
発
す
る
前
に
は
「
中

華
蕎
麦　

奨

の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

て
も
ら
い
た
い
」
と
か
「
う
ま
い
卵

と
う
ま
い
米
を
使
っ
た
島
根
の
卵
か

け
ご
は
ん
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
か
、
色
々
な
想
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
被
災
地
で
炊
き
出
し
を
し
て

み
る
と
、
そ
ん
な
想
い
は
ふ
っ
と
び

ま
し
た
。
テ
ン
ト
を
張
っ
た
だ
け
の

簡
単
な
調
理
場
で
、
と
に
か
く
そ
の

時
に
あ
る
材
料
で
で
き
る
献
立
で
、

５
０
０
食
を
１
日
２
食
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

ま
た
、
昨
日

は
ラ
ー
メ
ン
今
日
も
ラ
ー
メ
ン
と
い

う
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
、
ラ
ー
メ

ン
屋
だ
け
ど
何
で
も
作
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
持
っ
て
行
っ
た
食
材
も
被

災
地
に
行
っ
た
ら
誰
の
も
の
で
も
な

く
、
全
部
投
げ
出
し
て
「
こ
れ
使
っ

て
く
れ
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。「
卵

は
野
菜
妙
め
に
使
お
う
」
と
か
、「
子

供
が
多
い
地
区
に
行
く
か
ら
今
日
は

カ
レ
ー
だ
」
と
言
う
よ
う
に
献
立
が

決
ま
っ
て
行
き
ま
し
た
。
商
売
人
と

南三陸町防災センター
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『
被
災
地
の
人
に
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
』



　

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性

部
交
流
会
が
７
月
12
日
、
高
知
市
の

高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
「
オ
レ
ン
ジ

ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
中
四
国
各
県
か

ら
９
１
３
名
を
集
め
て
開
催
さ
れ

た
。
本
県
か
ら
は
、
１
３
２
名
が
参

加
。

　

開
会
式
に
続
き
、
中
国
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
が
行
わ
れ
、各
県
代
表
の
９
名
が
、

持
ち
時
間
10
分
と
い
う
短
い
時
間
の

中
で
、
日
頃
の
女
性
部
活
動
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
っ

た
。

　

島
根
県
代
表
の
徳
政
好
枝
さ
ん

（
津
和
野
町
商
工
会
女
性
部
）は
、『
小

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
会
高
知
大
会

女
性
部
活
動

さ
な
活
動
の
積
み
重
ね
・
ま
ち
づ
く

り
の
第
一
歩
』
を
テ
ー
マ
に
、
津
和

野
町
商
工
会
女
性
部
が
携
わ
っ
て
い

る
青
空
物
産
店
「
新
・
さ
ば
街
道
」

の
紹
介
や
社
会
貢
献
事
業
の
取
り
組

み
な
ど
を
表
現
豊
か
に
発
表
さ
れ
た

が
、
残
念
な
が
ら
最
優
秀
賞
に
は
届

か
な
か
っ
た
。

　

最
優
秀
賞
は
香
川
県
代
表
の
渡
辺

智
子
さ
ん
、
優
秀
賞
は
岡
山
県
代
表

の
杉
本
清
美
さ
ん
に
輝
い
た
。

　

主
張
発
表
終
了
後
は
、
馬
路
村
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長　

東

谷
望
史
氏
に
よ
る
、「
ゆ
ず
の
市
場

開
拓
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

交
流
会
の
後
、
会
場
を
高
知
新
阪

急
ホ
テ
ル
に
移
し
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
高
知
県
の
各
女
性

部
が
踊
り
や
歌
を
披
露
、
ま
た
、
高

知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
よ
る
よ
さ
こ

い
鳴
子
踊
り
も
披
露
さ
れ
た
。
部
員

交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
大
変
盛
り

上
が
っ
た
１
日
で
あ
っ
た
。

　

翌
日
は
、
移
動
研
修
を
実
施
し
、

牧
野
植
物
園
・
坂
本
龍
馬
記
念
館
・

桂
浜
等
を
視
察
し
た
。

島根県代表の徳政 好枝さん

炊き出しの皆さん

炊き出しの様子

し
て
は
お
金
も
も
ら
わ
ず
に
ラ
ー
メ

ン
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く

い
状
況
な
の
で
す
が
、
被
災
地
で
は

無
料
で
食
材
や
食
事
を
提
供
す
る
こ

と
に
違
和
感
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
家
族
に
ご
飯
を
食
べ
さ

せ
る
の
と
同
じ
で
、
自
分
の
息
子
に

出
す
、
お
母
さ
ん
に
出
す
。
そ
れ
に

近
い
感
覚
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

島
根
に
帰
る
前
の
日
に
「
帰
り
た

く
な
い
な
」
と
言
っ
て
い
た
ら
、
現

地
の
人
に
「
ち
ゃ
ん
と
帰
っ
て
被
災

地
の
状
祝
を
島
根
の
人
に
伝
え
て
く

れ
。
そ
し
て
１
人
で
も
多
く
の
人
が

こ
の
地
に
足
を
運
ぶ
様
よ
う
に
し
て

欲
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
者
の
人
が
い
ち
ば
ん
恐
れ
て

い
る
こ
と
は
、

忘
れ
去
ら
れ
る


こ
と
で
す
。
出
発
前
は
「
行
っ
た
ら

邪
魔
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、

私
た
ち
も
不
安
で
し
た
が
、
行
っ
て

み
る
と
そ
ん
な
も
の
は
邪
推
に
過
ぎ

ず
、
被
災
地
の
人
た
ち
は
と
っ
て
も

歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
し
支
援

に
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
い

れ
ば
、
ぜ
ひ
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
支
援
に
行
け
な
い

人
も
、
被
災
者
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
い
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
私
の
支

援
活
動
と
し
て
は
、
被
災
地
で
の
体

験
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
回
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
何

度
も
何
度
も
、
被
災
地
に
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

被
災
者
の
人
と
向
き
合
う
の
で
は

な
く
同
じ
方
向
を
見
て
、
一
緒
に
進

ん
で
行
き
た
い
と
、
炊
き
出
し
支
援

を
通
し
て
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
支

援
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

中
華
蕎
麦 

奨
（
定
休
日
：
不
定
休
）

松
江
市
大
輪
町
３
９
２

－

３
０

（
０
８
５
２
・
６
７
・
２
６
２
６
）
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合
格
お
め
で
と
う

2011. ８.26　285号8

　

第
１
６
１
回
商
工
会
珠
算
検
定
試

験
が
６
月
19
日

に
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
、
島
根
県
で
は
72
名
が
受
験

し
、
52
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

３
級
ま
で
の
合
格
者
は
次
の
と
お

り
。

●
１
級
合
格
者
　
該
当
者
な
し

●
２
級
合
格
者
　
該
当
者
な
し

●
３
級
合
格
者

　

前
島　

改
さ
ん
、
曽
田　

賢
吾
さ

ん
（
出
雲
）

　 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発、 小 売 業 等 を 経 験 後、
２０００年中小企業診断士登録。資格を活かし、
鳥取県内を主に多くの中小企業の経営診断・経営
改善を行っている。鳥取県中小企業再生支援協議
会サブマネージャー。チャレンジする起業家の支
援や、新分野進出をはじめとする中小企業の経営
革新の支援に日々奔走している。
　平成１９～２２年度の商工会連合会の「女性の
ための創業塾」の講師。


